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◆少年水産教室・後継者育成 

 

沖縄県漁業就業支援フェア 2025 

 

水産海洋技術センター 秋田雄一 

 

１ 目的  

 沖縄県漁業協同組合連合会では、次世代

の漁業従事者を確保し、本県水産業の持続的

な発展を図るため、沖縄県漁業就業支援フェ

アを開催している。水産海洋技術センター普

及班では、沖縄県漁業協同組合連合会より標

記イベントでの参加依頼を受け、当日の来場

者を各ブースに案内する業務を担当した。 

 

２ 結果の概要  

標記フェアには、10 漁協１団体が出展し 

来場者に対して求人の内容や、操業・待遇に

ついて説明していた（表１）。 

当職らが対応した来場者は、10代（高校生）

男性が３名、20代男性が１名、30～40代男性

が５名程度、50代男性が１名のほか、30代女

性が１名であった（図１）。このうち、10代高

校生３名は、いずれも在学中で、漁業への就

業に関心があるものの、漁業の実態を本フェ

アで聞き取ることを目的に来場していた。ま

た 20代男性と 30代男性での中には、独立を

志向した意欲的な来場者があり、漁船漁業企

業の役員から真剣に話を聞いていた。一方、

50代男性は、漁業に従事したいものの漁法や

労働形態など具体的なイメージはまだ持って

おらず、また一人で独立して操業することを

要望するなど、本フェアの求人とあまり合致

していなかった。ほかにも、漁業者ではなく

漁協のセリ担当を志望する男性や漁協職員を

希望する女性のほか、水技センターでの業務

に興味のある来場者も見られた。 

 

３ 所感  

今回多くの漁協が求人していたソデイカ旗

流し漁業の乗り子については、仮にその業種

を志望する来場者がいた場合、どの漁協・漁

船を選ぶか判断材料が少なく、それぞれセー

ルスポイント等を示すべきと感じた。 

イベント自体の周知についても、事前にど

のような業種の漁業でどんな人材を募集して

いるか、ある程度絞って宣伝した方が来場者

は増えたのではないかと感じた。

 

表１ 求人ブースに出店した漁協・団体と募集する漁業種類及び求人内容 

漁協・団体 募集の業種等 求人の内容等 

久米島漁協 モズク・アーサ 収穫の補助等 

漁船漁業企業 集魚灯（まぐろ釣り）、ソ

デイカ旗流し 

将来的には独立を志望するやる気のある若手を募

集 

浦添・宜野湾漁協 集魚灯（まぐろ釣り）、ソ

デイカ旗流し 

ソデイカ旗流し船の乗り子 

那覇市沿岸漁協 集魚灯（まぐろ釣り）、ソ

デイカ旗流し 

左記漁法の乗り子 
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近海鮪漁協 まぐろはえ縄 将来的に独立を目指す乗り子。外国人技能実習生で

は技術の継承ができないため、日本人の船員を求め

ている 

那覇地区漁協 まぐろはえ縄 上昇志向のある若手を２，３名求めている。大臣許

可船でのまぐろはえ縄漁は、三陸沖からパラオ近海

まで広く操業。しっかり稼ぎたい人は、ぜひ来てほ

しい。 

伊平屋漁協 モズク養殖及び漁協職員 収穫の補助等の乗り子 

国頭漁協 大型定置網 定置網の乗り子を２，３名募集 

与那原・西原町漁協 ソデイカ旗流し ３名乗りのソデイカ船で、乗り子１名を募集 

八重山漁協 シャコガイ、サンゴ、魚

類養殖、まぐろはえ縄 

左記漁法の従業員及びまぐろはえ縄船での乗り子 

読谷漁協 大型定置網 請負契約による定置網の従業員 

 

 

図１ 就業支援フェアの様子 

 


